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論文内容の要 t::. Eヨ
本論文は，鋼管構造溶接々合部の三つの基本的型式に対して，その強度と剛性について行なった，
詳細な実験的研究をまとめたもので， 3 篇 8 章からなっている。
第 l 篇は，十字型接合部に関する研究で， 3 章からなっている。
まず，第 l 章では，この研究の前提として，鋼管について研究し，鋼管々周方向の Crushing Test 
が鋼管強度試験法として実用価値のあることを見出し，また，電縫鋼管の残留応力は無視出来ない大
きさのものである乙とを指摘している。











第 3 章では，主管軸力が 0 の場合の，鋼管と鋼板とからなる十字型接合部の挙動について研究し，
鋼板の圧縮耐力と，荷重変形曲線の耐力80%時の割線勾配に対する実験式を導き，また，鋼板を引張
った場合は，圧縮した場合に比べて，耐力は 2 ，.....， 4 倍に達するが，大変形を生じることと，荷重変形
-303 
曲線の耐力80労時の割曲勾配は 10"""'70箔大きくなることなどを見出している。






第 2 章では，第 l 章の結論に基づいて，両支管が重ならない節点について，引張支管と圧縮支管と
弦材管との交角，両支管の間隙，弦材管の外径と管厚，支管の外径など，種々のパラメーターを組合









第 3 篇は，鋼管端部にガセット・プレートを割り込んだ形式の接手に関する研究で， 2 章からなっ
ている。






第 2 章では， 1 枚のガセット・プレートを割り込み，管径管厚比や割り込みの溶接長を種々変えた
場合に対して，多数の圧縮試験を行ない，管厚の変化は接手効率をほとんど変化させず，また，溶接
長の短いものでは，接手耐力は，溶接部強度によってでなく，むしろ，割り込みガセット・プレート
直下の管壁の局部座屈によって支配され，低下するが，適当な長さ lとすれば，これを防ぐことは出来
るが，その場合でも，接子には，母材管外径の約 4 倍の長さを持つ母材管の弾性変形に相当するゆる
みが生じることなどを見出している D
d生ハu? ?
論文の審査結果の要旨
鋼管構造溶接々合部の耐力や剛性が，鋼管の局部変形によって低下する場合の多いことは，既に指
摘されてはいるが，著者は，それらの既往の研究は，それぞれ，単なる問題の提起か，あるいは，定
量的な研究であっても，狭い範囲に対するものであることに注目し，種々パラメーターを変化させた
場合について，広範かっ詳細な実験的研究を行ない，また，著者の工夫した装置によって，従来試み
られなかった載荷状態の実験をも行ない，それらの結果を整理・検討して，種々の新知見を加えると
共に，広範な場合に妥当する，既往のものよりも造かにすぐれた実験式を導いている。
これらの結果，鋼管構造溶接々合部の挙動が，従来よりも造かに広い範囲にわたって明らかにされ
たばかりでなく，種々の重要な設計資料をも提出している口また，その研究手段についても新しい試
みに成功しており，これからの，この研究分野にも寄与するところがあるものと認める D したがっ
て，技術上ならびに工学上貢献するところが大きく，本論文は，博士論文として価値あるものと認め
る。
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